
日
本
を
先
導
す
る
愛
知
県
　
　
　
　
　
　
　
　

インフラ整備進む
次世代自動車の

　
愛
知
県
で
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

と
い
っ
た
次
世
代
自
動
車
用
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ

向
け
の
充
電
器
は
県
の
助
成
を
受
け
て
民
間
に
よ
る

設
置
が
広
が
る
一
方
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

な
ど
が

燃
料
充
填
に
不
可
欠
な
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
県
内

２
カ
所
で
開
設
し
、
普
及
に
向
け
た
実
証
事
業
を
始

め
た
。
自
動
車
王
国
愛
知
は
車
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
次
世
代
自
動
車
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
に
お
い
て

も
、
日
本
を
先
導
し
て
い
る
。

充電器拡充へ民間動く

県内１６００基目標

ハ
ー
ド
ル
は
５
億
円
の
設
置
コ
ス
ト
行
政
の
助
成
が
不
可
欠

住宅街にあるガソリンスタンドに併設した
「神の倉水素ステーション」

次
世
代
自
動
車
用
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
加
速
し
て
い
る

プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 １１月２７日 水曜日 　　

　
運
営
方
法
や
設
備
の
簡
素

化
、
規
制
の
あ
り
方
な
ど
検

討
す
る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
は
５

億
円
程
度
と
さ
れ
る
設
置
コ

ス
ト
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
こ
の
実

証
を
も
と
に
技
術
開
発
や
規

制
緩
和
を
進
め
、

年
頃
に

コ
ス
ト
を
２
億
円
以
下
に
し

て
、
民
間
参
入
の
促
進
を
も

く
ろ
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
建
設

に
か
か
る
費
用
が
１
億
円
程

度
で
、
一
般
的
な
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

は
至
ら
な
い
。
経
産
省
は
そ

の
コ
ス
ト
差
を
縮
小
す
べ

く
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
に
費
用
の
２
分
の
１
を

助
成
す
る
制
度
を
創
設
し

た
。

　
さ
ら
に
、
三
重
県
鈴
鹿
市

で
は
同
制
度
を
活
用
す
る
施

設
に
、
固
定
資
産
税
の
５
年

間
免
除
や
、
１
０
０
０
万
円

を
上
限
に
用
地
取
得
費
の
５

％
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す

る
追
加
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
製
作
所
が

あ
る
同
市
は
自
動
車
の
イ
メ

ー
ジ
を
鮮
明
に
す
る
た
め
、

独
自
の
奨
励
制
度
に
踏
み
切

っ
た
わ
け
だ
。

　
経
産
省
は
同
年
ま
で
に
全

国
で
１
０
０
カ
所
程
度
の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
先
行
整

備
す
る
目
標
を
掲
げ
る
。
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
の
間
に

設
置
コ
ス
ト
で
大
き
な
差
が

あ
る
現
状
で
は
行
政
の
助
成

は
欠
か
せ
な
い
。
鈴
鹿
市
の

よ
う
な
自
治
体
が
ど
れ
だ
け

現
れ
る
か
も
、
普
及
の
重
要

な
要
素
と
な
り
そ
う
だ
。
と

り
わ
け
、
自
動
車
産
業
の
メ

ッ
カ
で
あ
る
愛
知
県
が
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
打

っ
て
い
く
の
か
が
焦
点
と
な

る
。

　
県
内
の
充
電
器
の
設
置
台

数
は
３
月
末
時
点
で
６
６
１

基
と
日
本
一
を
誇
る
。
愛
知

県
は
７
月
に
「
次
世
代
自
動

車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
配

置
計
画
」
を
策
定
し
、
さ
ら

な
る
拡
大
に
向
け
て
ア
ク
セ

ル
を
踏
ん
だ
。

　
同
計
画
で
は
国
道
で

、
主
要
地
方
道
で

、
一
般
県
道
で

の

間
隔
を
目
安
に
配
置
す
る
と

し
た
。
費
用
の
３
分
の
２
を

補
助
す
る
経
済
産
業
省
の
助

成
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

１
６
０
０
基
の
設
置
を
目
指

す
。
充
電
器
の
整
備
計
画
を

公
表
し
て
い
る
都
道
府
県
の

中
で
は
最
多
の
目
標
だ
が
、

大
村
秀
章
知
事
は
「

設
備

を

導
入
し
た
い
事
業
者
の

意
見
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た

計
画
で
、
実
現
性
が
高
い
」

と
自
信
を
み
せ
る
。

　
実
際
、
県
内
で
は
県
の
後

押
し
を
受
け
て
、
民
間
企
業

が
充
電
器
の
拡
充
に
動
く
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
県
が
将

来
の
成
長
を
見
込
め
る
次
世

代
事
業
へ
の
研
究
開
発
費
を

支
援
す
る
「
新
あ
い
ち
創
造

研
究
開
発
補
助
金
」
の
助
成

を
も
と
に
、
普
通
充
電
器
の

実
証
実
験
を

月

日
か
ら

年
３
月

日
ま
で
実
施
す

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
各
事
業

者
が

基
の
普
通
充
電
器
を

県
内
に
増
設
す
る
計
画
だ
。

　
こ
の
実
証
で
は
蒲
郡
市
、

豊
橋
市
、
西
尾
市
、
幸
田
町

の
４
自
治
体
と
連
携
し
、
こ

れ
ら
の
地
域
内
に
あ
る
宿
泊

施
設
や
観
光
施
設
に
重
点
的

に
充
電
器
を
置
き
、
集
客
効

果
や
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
認
知

度
の
変
化
に
つ
い
て
調
べ

る
。
ま
た
、
一
部
に
利
用
料

が
１
回
１
０
０
円
の
コ
イ
ン

投
入
式
の
充
電
器
も
配
し
、

料
金
徴
収
を
す
る
こ
と
で
利

用
者
の
動
向
や
料
金
の
妥
当

性
も
検
証
す
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
充

電
器
の
拡
大
が
進
め
ば
、
そ

れ
が
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
普
及

を
促
し
、
さ
ら
に
充
電
器
の

需
要
を
伸
ば
す
好
循
環
が
生

む
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
充

電
器
に
つ
い
て
「
着
実
に
整

備
し
、

充
電
器
は
愛
知
に

行
け
ば
確
か
に
あ
る

と
い

う
形
に
も
っ
て
い
き
た
い
」

大
村
知
事

と
い
う
愛
知

県
。
県
内
１
６
０
０
基
の
目

標
達
成
に
向
け
て
視
界
は
良

好
な
よ
う
だ
。

　
「
先
進
的
な
こ
の
環
境
地

域
で
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い

ろ
な
デ
ー
タ
を
取
り
、
今
後

の
展
開
に
資
し
て
い
き
た

い
」
―
。
５
月

日
、
名
古

屋
市
緑
区
の
住
宅
街
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
併
設

し
た
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
神
の
倉
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
所
式
で
、古
川
一
夫

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
理
事
長
は
居
並
ぶ

自
動
車
、
石
油
業
界
関
係
者

に
こ
う
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
今
年
、
石
油

会
社
や
ガ
ス
会
社
で
構
成
す

る
水
素
供
給
・
利
用
技
術
研

究
組
合

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

と

と
も
に
神
奈
川
県
１
カ
所
、

愛
知
県
２
カ
所
に
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
開
設
。

年
か

ら
始
ま
る
予
定
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の

一
般
販
売
を
見
据
え
、
そ
の

利
用
に
欠
か
せ
な
い
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
に
向
け

て
つ
い
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
。

　
先
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
奈

川
県
の
施
設
が
製
油
所
で
で

き
た
水
素
を
運
ん
で
来
る

「
オ
フ
サ
イ
ト
型
」
な
の
に

対
し
、
神
の
倉
と
豊
田
市
に

新
設
し
た
「
と
よ
た
エ
コ
フ

ル
タ
ウ
ン
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
水
素
製
造
設
備
を
持

ち
、
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ

Ｇ

や
都
市
ガ
ス
を
原
料
に

し
て
、
そ
の
場
で
水
素
を
作

り
出
す
「
オ
ン
サ
イ
ト
型
」

だ
。
特
に
神
の
倉
は
周
囲
に

住
宅
が
並
ぶ
既
設
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
合
わ
せ
る
形
で

設
立
。
産
業
用
と
し
て
は
長

い
歴
史
が
あ
り
、
安
全
利
用

の
方
法
が
確
立
し
て
い
る
水

素
だ
が
、
一
般
社
会
で
は
使

う
機
会
は
ほ
ど
ん
ど
な
く
、

危
険
物
と
の
認
識
も
根
強

い
。
そ
れ
だ
け
に
「
普
段
来

て
い
た
だ
く
お
客
が
水
素
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
。
そ
の
安
全
性
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
の
は
意
義
が
あ

る
」

古
川
理
事
長

。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
進
め

る
実
証
事
業
で
は
、
実
際
に

Ｆ
Ｃ
Ｖ
へ
と
水
素
を
補
給

し
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

商
用
化
で
「
ど
う
い
う
利
便

性
、
課
題
が
あ
る
か
を
洗
い

出
し
て
、
今
後
の
大
量
導
入

に
生
か
す
」

同

。


